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段階 議論の場 期間 各段階の概要
 人権委員会第１会期 947//27 ～ 2/0 国際権利章典に盛り込むべき内容に関する一般議論の段階








5 起草委員会第2会期 948/5/3 ～ 5/2 ジュネーブ草案に関する議論の段階
6 人権委員会第3会期 948/5/24 ～ 6/8 ５の継続












Declaraton of Human Rghts）は、第3委員会の約3 か月に亘る議論と検討を経て






















Ａ Draft Outlne of an Internatonal Bll of Human Rghts 前文・48 か条
Ｂ Suggestons submtted by the Representatve of France for Atrcles of the Internatonal Declaraton of Human Rghts 前文・46 か条
Ｃ Suggestons of the Draftng Commttee for Atrcles of the Internatonal Declaraton of Human Rghts 36 か条
Ｄ Draft Internatonal Declaraton on Human Rghts 33 か条
Ｅ Draft Internatonal Declaraton on Human Rghts 前文・28 か条


















人の所得が 20％であれば、残り 99％の人が所得の 80％を分け合うことになる。表
3 は所得上位％の人の所得が全体に占める割合を示している。90年では ％の
人の所得が所得全体の 7％から 22％を占めていた。第2次世界大戦後の 950年
から 980年までは、上位１％の人の所得割合は低下を示し 4％～ 2％であったが、
200年では再び上位％の人に所得が集中しはじめ 7％～ 6％となり、格差の拡大
を示している。20年9月のアメリカ経済界、政界に対する抗議運動（ウォール街









90年 950年 980年 200年
アメリカ 8  8 6
イギリス 22  6 4
ドイツ 7 2 0 
フランス 20 9 8 9
スウェーデン 20 8 4 7










をいい、0 ～  の値をとる。ローレンツ曲線が均等分布線に近いほど弓形の面積は
小さくなりジニ係数は 0 に近くなる。逆に均等分布線から離れるほど弓形の面積は







の全期間にわたって 24 か国のうち 9 か国で所得の不平等が拡大している。















































日本 アメリカ イギリス フランス ドイツ スウェーデン
ジニ係数（200年） 0.34 0.37 0.34 0.30 0.29 0.27
社会支出対 GDP 比率
（20年、％） 23.7 9.3 22.5 30.8 25.9 26.3





962 98 20 204 962 98 20 204
上位0% 29.5 26. 35.0 35.9 27. 24.2 27.4 27.0
中の上40% 46.8 48.0 55. 55.6 46.4 47.6 49. 49.5
中の下40% 22.0 24.3 9.9 8.5 23.4 25.5 2.5 2.6





























会議）に先駆けて格差問題に関する報告書『99％のための経済（An Economy for 











985年 994年 2000年 2006年 2009年 202年
相対的貧困
率（％）
全体（％） 2.0 3.7 5.3 5.7 6.0 6.
子ども（％） 0.9 2. 4.5 4.2 5.7 6.3
一人親と子ども世帯（％） 54.5 53.2 58.2 54.3 50.8 54.6
世帯主65歳以上（％） ― ― 20.9 ― ― 8.0
所得中央値（Ａ）( 万円） 26 289 274 254 250 244


























































































































)　国際連合広報センター「2030 アジェンダ・日本語（外務省仮訳）」205/9/25  第70回国
連総会で採択された。持続可能な開発目標（SDGs: Sustanable Development Goals）はミ























Atknson, Anthony B. 205 Inequality: What Can Be Done? (Harvard Unversty Press)（山形
浩生・森本正史訳：アンソニー・Ｂ・アトキンソン著 205 『2世紀の不平等』東洋経済
新報社）。
Basu, Kaushk 20 Beyond the Invisible Hand: Groundwork for a New Economics (Prnceton 
Unversty Press)（栗林寛幸訳 206 カウシック・バスー著『見えざる手をこえて』ＮＴ
Ｔ出版）.
Deaton, Angus 203 The Great Escape: Health, Wealth, and the Origins of Inequality (Prnceton 
木村富美子　人権の観点より貧困からの脱出を考える
― 25 ―


















OECD 編著 203 Society at a Glance: OECD SOCIAL INDICATORS （高木郁郎監訳・麻生裕子訳 
203 『図表で見る世界の社会問題３』明石書店）
Pane, Thomas 776 Common Sense （小松晴夫訳：トーマス・ペイン著 976 『コモン・セン
ス』岩波文庫）。
Pketty, Thomas 204 Capital in the twenty-first century ; translated by Arthur Goldhammer. 
Harvard College.
Rech, Robert B. 206 Saving Capitalism (Vntage Books)（雨宮寛・今井章子訳 206 ロバー
ト・B・ライシュ著『最後の資本主義』東洋経済新報社）
Senn, A. 2000 Collected Essays by Amartya Sen （東郷えりか訳 2006 アマルティア・セン著『人
間の安全保障』岩波新書）
芝田文男 206 『「格差」から考える社会政策』ミネルヴァ書房。
Stgltz, Joseph E. 202 The Price of Inequality (Norton & Company, Inc.)（楡井浩一＋峯村利
















































1 1971年10月～ 1979年3月 1995年3月16日
2 1979年4月～ 1988年3月 1995年3月16日
3 1988年4月～ 1991年3月 1995年3月16日
4 1991年4月～ 1994年11月 1995年3月16日
5 1995年3月～ 1997年11月 1999年11月18日
6 1997年11月～ 1999年9月 1999年11月18日
7 1999年11月～ 2000年4月 2002年5月3日
8 2000年5月～ 2001年1月 2003年5月3日
9 2001年1月～ 2001年7月 2003年11月2日
10 2001年7月～ 2002年3月 2004年5月26日
11 2002年4月～ 2002年11月 2004年9月30日
12 2002年11月～ 2003年3月 2004年11月4日
13 2003年3月～ 2003年11月 2005年5月3日
14 2003年12月～ 2004年6月 2005年11月18日
15 2004年8月～ 2005年3月 2006年6月15日
16 2005年3月～ 2005年7月 2007年1月2日
17 2005年9月～ 2006年1月 2008年1月2日
18 2006年2月～ 2007年3月 2008年8月24日
19 2007年4月～ 2008年2月 2009年1月26日
20 2008年3月～ 2009年3月 2010年5月3日
21 2009年4月～ 2010年3月 2011年2月11日
22 2010年4月～ 2011年3月 2012年3月16日
23 2011年5月～ 2013年3月 2015年5月3日
記1 1973年～ 1989年 1995年3月16日
記2 1990年～ 1994年 1995年3月16日
記3 1995年～ 1996年 2004年1月26日
特 (1998年～ 2005年 ) 2006年1月2日






版を重ねるにつれて収録数が増えて大部のものとなっている。なお表2 の 3 の版
















 973年 『二十一世紀の潮流―創価大学に関する池田先生の指導』 昭和48年度入学式実行委員会
2 974年 『二十一世紀の潮流』( 昭和49年度版 ) 創価大学学生自治会新入生歓迎委員会
3 975年 『二十一世紀の潮流』( 昭和50年度版 ) 新入生歓迎委員会
4 976年 『二十一世紀の潮流』( 昭和5年度版 ) 新入生歓迎委員会
5 977年 『二十一世紀の潮流』( 昭和52年度版 ) 二十一世紀の潮流編集委員会
6 978年 『二十一世紀の潮流』( 昭和53年度版 ) 二十一世紀の潮流編集委員会
7 98年 『創立者の語らい』( 創立0周年版 ) 学生自治会十周年記念出版委員会
8 984年 『創立者の語らい』( 昭和59年度版 ) 学生自治会出版会編
9 985年 『創立者の語らい』( 創立5周年版 )　(上・下) 十五周年記念出版委員会
0 990年 『創立者の語らい』( 創立20周年版 )　(上・下) 「創立者の語らい」編纂委員会
 992年 『続・創立者の語らい』( 創立20周年版 )　(上・下) 「続・創立者の語らい」編纂委員会

















学創価教育研究所編 ( 池田204a) と創価大学通信教育部編 ( 池田204b)、『2世紀文明と
大乗仏教―海外諸大学講演集―』( 池田996)、創価女子短期大学の 2編 ( 池田2004,206)、
創価大学創友会編 ( 池田2005a)、および創価大学通信教育部・開設30周年記念編纂委
員会編 ( 池田2005b) 等がある。
　2 つの『創立の精神を学ぶ』のほとんどは『創立者の語らい』に収録されてい
るが、両者には『創立者の語らい』には未収録の２本の重要な「教育提言」( 全
0:320-353, 354-378) が収録されている。創価大学 HP の大学の理念のコーナーにも掲








第巻 講演 [ 創価大学での講演 ]「スコラ哲学と現代文明」「文学と仏教」「人生と学問」「歴史と人物を考察―迫害と人生」論文　「教育の目指すべき道―私の所感」
第59巻 【教育指針】創価大学・創価女子短期大学 (97年月～ 990年3月 )
第60巻 【教育指針】創価大学・創価女子短期大学2 (990年4月～ 997年3月 )
第42巻 【教育指針】創価大学・創価女子短期大学3 (997年4月～ 2002年3月 )





第巻 「海外の大学・学術機関での講演」　表4 の  ～ 8
第2巻 「海外の大学・学術機関での講演」　表4 の 9 ～ 27
第0巻 「海外の大学・学術機関での講演」　表4 の 29 ～ 3





　 年　月 大学・学術機関 国・地域 タイトル
 974年4月 カリフォルニア大学ロサンゼルス校 アメリカ 2世紀への提言―ヒューマニティの世紀に
2 975年5月 モスクワ大学 ロシア 東西文化交流の新しい道
3 980年4月 北京大学 中国 新たな民衆像を求めて
4 98年3月 グアダラハラ大学 メキシコ メキシコの詩心に思うこと
5 98年5月 ソフィア大学 ブルガリア 東西融合の緑野を求めて
6 983年6月 ブカレスト大学 ルーマニア 文明の十字路に立って
7 984年6月 北京大学 中国 平和への王道―私の一考察
8 984年6月 復旦大学 中国 人間こそ歴史創出の主役
9 989年6月 フランス学士院 フランス 東西における芸術と精神性
0 990年3月 ブエノスアイレス大学 アルゼンチン 「融合の地」に響く　地球主義の鼓動
 990年5月 北京大学 中国 教育の道　文化の橋―私の一考察
2 99年月 マカオ大学 マカオ 新しき人類意識を求めて
3 99年4月 フィリピン大学 フィリピン 平和とビジネス
4 99年9月 ハーバード大学 アメリカ ソフト・パワーの時代と哲学
5 992年月 香港中文大学 香港 中国的人間主義の伝統
6 992年2月 ガンジー記念館 インド 不戦世界を目指して―ガンジー主義と現代
7 992年6月 アンカラ大学 トルコ 文明の揺籃から　新しきシルクロードを
8 992年0月 中国社会科学院 中国 2世紀と東アジア文明
9 993年月 クレアモント・マッケナ大学 アメリカ 新しき統合原理を求めて
20 993年2月 ブラジル文学アカデミー ブラジル 人間文明の希望の朝を
2 993年9月 ハーバード大学 アメリカ 2世紀文明と大乗仏教
22 994年月 深圳大学 中国 「人間主義」の限りなき地平
23 994年5月 モスクワ大学 ロシア 人間―大いなるコスモス
24 994年6月 ボローニャ大学 イタリア レオナルドの眼と人類の議会―国連の未来についての考察
25 995年月 ハワイ・東西センター アメリカ 平和と人間のための安全保障
26 995年6月 アテネオ文化・学術協会 スペイン
2世紀文明の夜明けを―ファウストの苦悩
を超えて
27 995年月 トリブバン大学 ネパール 人間主義の最高峰を仰ぎて―現代に生きる釈尊
28 996年6月 サイモン・ヴィーゼンタール・センター アメリカ 牧口常三郎―人道と正義の生涯
29 996年6月 コロンビア大学 アメリカ 「地球市民」教育への一考察
30 996年6月 ハバナ大学 キューバ 新世紀へ　大いなる精神の架橋を
3 997年0月 ラジブガンジー現代問題研究所 インド 「ニュー・ヒューマニズム」の世紀へ
32 2007年3月 パレルモ大学 イタリア 文明の十字路から人間文化の興隆を




本ある。『2世紀文明と大乗仏教』の 27本の講演のうち 26本が『創立者の語らい ･
記念講演篇』に収録されている。加えて『創立者の語らい ･ 記念講演篇』第3巻に
は『2世紀文明と大乗仏教』刊行後の講演3本が収録されている。その収録数は、













「私の本箱に、一冊の古い単行本がある。／昭和6年 (93年 ) 発行の『ナポレオ


















































































































日 )」（中国文革研究网 毛主席語録 (Japanese edton)）
天津外国語大学の校章 ｢午前8時｣ の時計が、この毛沢東語録由来かどうかは、定
かではない。一方、詩「青年の譜」の「午前八時の青年の太陽」に毛沢東、周恩






































































































＊　『創立者の語らい』からの引用は巻数と頁を :、『記念講演篇』は 記: のように記す。
















５） シラーからの出典については、田中 (2006:24-25, 38) の考察がある。







the dffcultes of lfe, contrbute to generate talents, every day’s experence must 
convnce us.　たぶん高校の英語の時間などに西洋の古いことわざとして習った一文は、
次の通り。Adversty makes a man wse.
８） たとえば『路傍の石』( 山本980 ) への言及として、池田 (2009：257) を参照。
９） 『大学』( 赤塚967：6)。坂本206b:75注23。























池田大作 (998－206)『新 ･ 人間革命』全28巻 ( 既刊分 )、聖教新聞社。
*
赤塚忠 (967)『新釈漢文大系2　大学　中庸』明治書院。
Browning, Robert (1942) The Selected Poems of Robert Browning. The Classics Club. New York : 
Walter J. Black.
Disraeli, Benjamin (1976) Endymion.  in The works of Benjamin Disraeli, Earl of Beaconsfield : 
embracing novels, romances, plays, poems, biography, short stories, and great speeches.vol.19. 
New York : AMS Press.
平井正穂編 (968)『イギリス名詩選』新潮文庫。
Hyde, Lewis (2007) The Gift: Creativity and the Artist in the Modern World. 25th  Anniversary Edition. 
New York: Vintage Books, A Division of Random House.
池田博正 (2008)『新装改訂版　随筆　青春の道　私の若き日の記録』鳳書院。










坂本幹雄 (206b)「ブロンズ像の指針 ･ 再論 ―『創立者の語らい』の箴言的解読２―」『通信教





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１）    法華経比喩品の文に「三界無安　猶如火宅　衆苦充満　甚可怖畏」（訓読は「三界は
安きこと無し　猶お火宅の如し　衆苦は充満して　甚だ怖畏す可し」）とある（創価学会
教学部編 (2002) 9頁）。「三界」とは ①欲界…欲望の世界 ②色界…物質だけが存在する
世界 ③無色界…精神の世界のことであり、この世のこと。本稿では、燃え盛る家に例
えられた三界（この世）の安住できない様子を表現した。





















５）    964（昭和39）年2月2日、池田創価学会会長（当時）は小説人間革命の執筆を開始
した。その第巻の「はじめに」に書かれた言葉である。（『人間革命第巻』97，聖教文
庫7頁）
６）     203（平成25）年0月7日付聖教新聞掲載。
７）     207（平成29）年3月0日付聖教新聞掲載。
８）    『人間革命第巻』の「黎明」の章の冒頭に書かれた言葉（『人間革命第巻』97，聖教
文庫5頁）
９）     993（平成5）年月29日「新しき統合原理を求めて」と題して行われた講演。
0）     993（同上）年9月24日「2世紀文明と大乗仏教」と題して行われた講演。
）    坂本幹雄「生命論の環境思想」『創立者池田大作先生の思想と哲学』第3巻（2007年　
第三文明社86‐89頁に所収）。
2）    SGI 憲章は 995（平成7）年月23日に発表。創価学会公式サイト（SOKA net ; 
www.sokanet.jp）
3）    『第三文明』207（平成29）年１月号に転載。「あらゆる差異を乗り越え民衆の大連帯
を」と題している。





5）   持続可能な開発のための 2030 アジェンダ（SDGs）〔the 2030 agenda on Sustanable 





































































































































































































































































































































































































































































































































































































用され、一般に「思考の枠組み」というような使い方をされている。森岡 993:93; 見田 
994:724; 廣松 998:286。本稿では文明における大パラダイムを「文明的パラダイム」と
呼び、学問の理論的枠組みの基準的範例を「学問的パラダイム」と呼ぶことにする。　
2) 　「仏教的人間主義」に関する先行研究として、以下の文献を参照。宮川 2005; 宮川 2007;
有里 2007; 宮川 2008。
3) 　ここでは次の文献を参照。蓮實 995; 山内 996; ハンチントン 998; 中西 999; テヘラニ
















































































田 中 健 一
はじめに
　人権意識の核は何か。それは、池田大作 SGI 会長の「苦しんでいる人がいる限り、


















































































としてはいられない―この感覚こそ、人権意識の核である」（池田 . 200, p.48.）として、
「法律や制度として掲げさえすれば現実できるわけでもない。生命の尊厳を踏みに




















































































































































































   


































悪と戦う不断の人権闘争が不可欠である」（池田 . 200, p.49.）。そのために池田は、「青
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ているのです。（池田 . 20, p.02.）
第37回「生命尊厳の絆輝く世紀を」より抜粋
・“自分だけの幸福や安全もなければ、他人だけの不幸や危険もない”との生









田 . 203, p.88.）
   
   
   







































   















































































   






















































































な道徳性を養う教育活動のことである（小学校学習指導要領解説　道徳編 . 文部科学省 . 平成
20年8月 , pp.5-6.）。また、このような道徳教育は、幅の広い、根の深い事柄ともい
わなければならない。道徳教育を人間形成という広い意味でいうならば、ニーチェ






















や習俗の中から学び取っていくのが、道徳の価値であろうかと思います」（同上 . 975, 
pp.336-337.）と答えている。その上で「道徳は最も人間的な心の自然の発露として、位


















































































   



































































































































発」の重要性を指摘している（池田 . 202, p.09.）。その上で、「“自分だけの幸福や安
全もなければ、他人だけの不幸や危険もない”との生命感覚に基づいた世界観をも
とに人権文化の啓発をしている」（池田 . 203, p.09.）。さらに、「なぜ、何もしないこ
とが、悪と同義とまで言いきれるのか―。一見すると理解しがたいかもしれません
が翻って自分が列車に乗っている身だと想像してみるならば、おのずと胸に去来す



















































































































































１）    207年月、第42回「SGI の日」記念提言において池田は「青年」に焦点を当て、3
つの柱と 3 つの提示を記していた。
２）   人権教育の定義について八木は、「国連人権教育の 0年」推進のための定義であり、
不明確であるので国際的に正式な定義を提示すべきことに触れていた。
３）    池田による「人権教育の指標に関するフレームワーク」実施と「人権教育に関するフ
ォ－ラム」の開催について福井は高く評価をしていた。





５）    文部科学省による人権教育の特色ある実践事例が公表されている。平成24年度から平
成26年度までの小学校の事例数を取り上げた。




７）    平成28年度、東京都教育委員会は、人権課題「女性」を含めて 2事例を明記し、そ
れぞれの対応策等について触れていた。








９）   第35回から 39回までの「『SGI の日』記念提言」において池田の提言内容のうち「人
権」のキーワードを中心に記した。
0）    「『SGI の日』記念提言」に対する識者の声を取り上げるとともに学校教育の立場から
人権教育の取組に触れた。
）   第35回から 39回までの「『SGI の日』記念提言」において池田の提言内容のうち「生
命尊厳」のキーワードを中心に記した。
















































































































































































































なった別の世界ではない。かりに前者を経験世界 A、後者を経験世界 B とすれば、
A は仮象と虚妄性を生起させる世界、いわば解体されるべき世界であり、B は真如
の自己顕現として肯定される世界である。A は空によって否定され、B は真如の自
己顕現態であるが、しかし A も B も経験されるべき世界にほかならない。真如を






















独立していることの前提は、「A は A である」という自明性である。アリストテレ
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2) その基底部をなしていた資料としてたとえば『原因論』（Liber de causis）があげられる。
この書は最初アリストテレスによって書かれたものと見なされ、『純粋善論』（Kalām fī 
maḥḍ al-ḫayr）という名が冠せられていた。しかしその後の研究でこの書の原典はプロク













中心に年に 3 ～ 4回の研究会が開催されることになった。筆者も設立当時から参加してお
り、大きな刺激を受けている。この研究会は「原因論研究会」と称している。https://sites.
google.com/site/liberdecausisresearch/about
3)　Prince Ghazi bin Muhammad, Introduction to Common Graound, Shah-Kazemi R., Common 






















3) アリストテレス哲学における《実体》を表示するギリシア語は οὐσία である。中世にお























7) この訳出は、かつてウィーン大学教授であったフラウワルナー (Erich Frauwallner, 
1898-1974) が著書『仏教の哲学』(Die Philosophie des Buddhismus) のなかでサンスクリット
を独訳したテクストからのものである。そのドイツ語のテクストを以下にあげておく。
Wo das Bereich des Erkennens aufhört, hört auch das Benennbare auf. Denn das Wesen der 
Gegebenheiten ist wie das Nirvana ohne Entstehen und ohne Vernichtung.
Erich Frauwallner, Die Philosophie des Buddhismus, 4., ggegenüber der 3. durchges. unveränd. 





























































43)  この表現はエックハルトが「神」（Gott）と「神であったところのもの」（was Gott war）







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(2) 日本における掃除の意味は、2 つある。 つは場所をきれいにすることであ
るが、もう１つは何か。



















































































































































４） Stephen Toulmn が考案した model of argument は、Clam、Grounds、Warrants、Backng、
Qualfier、Rebuttal の６つの要素で構成されるが、その中の核となる部分が三角ロジッ
クである。



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































池 田 秀 彦





おいて司法省法案を大きく改めるものとなった。連邦政府法案は、2016 年 12 月 15
日に国民議会 (Nationalrat) で可決され、20 日に連邦議会 (Bundesrat) で可決成立し、
2017 年 1 月 1 日に施行された。
　以下、オーストリア刑訴法 209 条 a の修正に関する①連邦司法省法案の提案理由
書と②連邦政府法案の提案理由書を紹介する。
　①連邦司法省法案の提案理由書 (201/ME XXV.GP - Ministerialentwurf - Erläuterungen)
　Ⅰ．「総則」において示される法案の要綱の 4.）において、改正項目の一つが「刑
訴法 209 条 a 及び 209 条 b の王冠証人規定を恒久的な法規定にすること及び実務で
生じている問題の明確化」であるとし（１頁）、加えて「補足 4.）」においてその趣
旨をより明確にし「検察官との協働を理由とした訴追の中止に関する刑訴法 209 条
a 及び 209 条 b の規定（『王冠証人規定』）は、2011 年 1 月 1 日に施行され、さしあ







　「検察官との協働を理由とした訴追の打切りに関する刑訴法 209 条 a 及び 209 条
b の規定は（『王冠証人規定』）は、刑法、1975 年刑事訴訟法、検察庁法及び裁判所
組織法を刑法力 strafrechtliche Kompetenz の強化のために改正する連邦法（刑法力包
括法、BGBl Ⅰ Nr.108/2010）を以て導入された。それは、2011 年 1 月 1 日に施行さ











の必要がある。実務において刑訴法 209 条 a の王冠証人規定はどの時点まで適用さ
れてよいか、特に、潜在的な王冠証人に対して既に捜査が行われている場合にそれ


























　刑訴法 209 条 a 第 1 項は、既に本質的な寄与の提供を促しているので、刑訴法














不足に代えて、1 項 1 号に定められた犯罪の解明への本質的寄与の欠如を手続の続
行理由とすることが提案される」（7-9頁）




長による刑訴法 209 条 a 及び 209 条 b による『王冠証人規定』を改正する」ことで
あるとし（１頁）、これを「補足 4.）」において詳説し、「検察官との協働を理由と
した訴追の中止に関する刑訴法 209 条 a 及び 209 条 b の規定（『王冠証人規定』）は、













　「検察官との協働を理由とした訴追の中止に関する刑訴法 209 条 a 及び 209 条 b
の規定（『王冠証人規定』）は、1975 年の連邦法（strafrechtliches Kompetenzpaket, 
BGBl I Nr. 108/2010）により導入された。それは、2011 年 1 月 1 日に施行され、有
効期限はさし当たり 2016 年 12 月 31 日までとされた。
　従来の実務の評価によれば、王冠証人規定は、これまでほんの僅かな件数しか









くして実務では、どの時点まで刑訴法 209 条 a による『王冠証人規定』が適用され
て良いか、特に潜在的な王冠証人に対して既に捜査が行われている場合にそれが排





　司法大臣で大学教授の Wolfgang Brandstetter 博士は、その解明のため高位専門家
委員会を設置し、彼らに比較法的観点を交えて当該法案に加筆修正を加えるための
提言を依頼した。この専門家委員会は、Christian Pilnacek（連邦司法省刑法部局）
を座長とし、司法大臣の委嘱により Gerhard Dannecker 教授（ハイデルベルク大学）、
Peter Lewisch 教授、Susanne Reindl-Krauskopf 教授（両者ともウィーン大学）、Alois 
Birklbauer 教授（リンツ・ヨハネス・ケプラー大学）、Ingeborg Zerbes 教授（ブレー
メン大学）、Mathias Vogl 博士（連邦内務省）及び州検察官 Carmen Prior（連邦司法






































　最後に、専門家委員会の助言の意図に沿って刑法 41 条 a との関係も明確にされ












































































































（その点について刑法 41 条 a の構想も参照）。――現在の法律状態のように――何
らかの犯罪であればいいのではなく、一定の重大な犯罪だけが王冠証人の資格を基
礎づけうるべきである（これについては Dannecker, Stellungnahme, S. 29, 48）。した
がって王冠証人の犯罪については 1 号から 3 号に掲げられた犯罪でなければならな
い。司法省法案と異なって 2 号において『経済犯罪及び汚職の訴追のための中央
検察官』（WKStA）の選択から独立して『王冠証人規定』の適用が一般的に刑訴法
20 条 b の基準を満たす犯罪について可能であることが明確にされた。他方、3 号は、
その適用範囲に刑法 41 条 a のそれを加える。










法取引としての『王冠証人規定』の否定に基づき法文においても刑訴法 209 条 a 及

























　『2 項及び 3 項の規定により』との文言から本規定による訴訟上の措置を求める
権利は、2 項及び 3 項の定める要件も存在する場合にのみまたその限りで存在する
ことが明らかとなる（これについては以下参照）。






積極的な関与の要件も 1 項 1 号及び 3 号に掲げられた犯罪の解明のための本質的な
寄与の要件もさらに特に 2 項に掲げられた排除基準も満たさない。しかし彼は、捜
査手続において検察官による消極的処理が不正に行われたと考える場合には、自己
の権利の拒否を理由に異議を申し立てたり（刑訴法 106 条 1 項 1 号）またはさらに
別の結果において公判における規定の適用を要求することができる。さらに、刑訴
法 199 条により準用される条文の追加により有罪の場合における刑訴法 281 条 1 項






































































刑訴法 209 条 a による措置は正当化できないであろう。行為に与える決定的影響ま
たは共謀、団体及び組織における指導的な役割は、王冠証人の地位を排除する。
　検察官が審査する中で法律上の要件の不存在が分かれば、検察官は、手続を続行
し、これを被疑者に通知しなければならない（3 項 3 文）。基本的に刑法 41 条 a の
実体的要件が存在する場合には、検察官は、この特別な刑の減軽の申し立てをする
が、事実上の適用の如何は、当然ながら公判の結果に依存し、最終的には裁判所の




　これに反して要件が存在する場合には、検察官は、刑訴法 200 条乃至 203 条、


















『解明への協力』„Mitwirkung an der Aufklärung“ に代えて『解明に際しての協働』 
„Zusammenarbeit bei der Aufklärung“ の概念が用いられる。
　今回、採用される権利要求と刑訴法 209 条 a の適用に関する検察官の消極的判断


















る場合には、書類の提出を以て期限が始まる。さらに、刑訴法 195 条 3 項及び 196
条の準用（現在の文献は、これらの規定の類推適用を前提とする。次の文献参照。
Leitner/ Ulrichin Schmölzer/Mühlbacher, StPO (2013) § 209a Rz 57; Schroll in WK-StPO 




　刑訴法 209 条 b 第 1 項の文言は、競争制限防止法 11 条 3 項による連邦競争制限
防止庁の措置を指示する 2012 年のカルテル・競争制限防止法改正法（BGBl. I Nr. 
13/2013）の施行まで、競争制限防止法 11 条 3 項に過料の軽減の可能性も掲げられ
ていた。2013 年 3 月 1 日以降、これは、競争制限防止法 11 条 4 項に定められている。
カルテル・競争制限防止法改正法の改正の際に、当初意図された刑訴法 209 条 b の
適用領域の制限は計画されるに至らなかったので、刑訴法 209 条 b 第 1 項に競争制
















とする。提案される刑訴法 209 条 a 及び 209 条 b は、本法の施行後に事実が判明し
た手続に適用され（刑訴法 514 条 35 項参照）、それ以外の手続の場合には、今後も
現行の規定が適用される」（8-15 頁）。
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